
　
東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
の
復
興
期
間
に
派
遣
職
員
と
し
て

大
槌
に
来
て
く
れ
た
皆
さ
ん
も
、「
大
槌
育
ち
」
の
仲
間
で
す
。

大
槌
で
の
派
遣
期
間
を
経
て
、
派
遣
元
に
帰
っ
て
か
ら
広
報
担

当
職
員
を
経
験
し
た
二
戸
市
と
遠
野
市
の
2
人
に
、
大
槌
育
ち

の
「
広
報
の
力
」
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

話を聞くこと、伝えること
コミュニケーションの大切さ 絆絆絆

力
広報の
広
報
の

第５回
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私たちがつらい時、優しい言葉
で包んでくれた歩美さん。被災
地支援の記事から、優しさが伝
わってきます。今でもとても感
謝しています。

近
こん

藤
どう

　歩
あゆ

美
み

 さん　（旧姓：大森） きずな

ち
か
ら

　地元職員や派遣職員など、さまざまな人たちと仕事をする中で、コミュニ
ケーションの大切さを感じました。話を聞くこと、伝えること、基本的なこ
とではあるけれど、それがすごく大事でした。この経験は、広報の仕事をす
るときに、丁寧に話を聞き、思いがきちんと伝わるように記事を書くことを
大切にしたいという思いにつながりました。
　派遣期間中に二戸市の広報に載ったこともあり、戻った時には市民から声
をかけていただき、ねぎらいと被災地の現状を心配する言葉を多くいただき
ました。あらためて、被災地に心を寄せている人は多いのだと感じました。
案外、広報はよく見られていることも知りました（笑）
　広報担当になってから、震災から５年以上が経過し、風化してきているの
ではと思い、継続して被災地支援をしている市内団体の活動を紹介しました。
　大槌での全ての経験が糧になっていますが、たくさんの人とのつながりが
持てたことが何より大きな糧になっていると思います。

広報にのへ
No.263 は
こちらから

大
槌
育
ち
の「
絆
と
力
」

二戸市 会計課

平成 24 年４月から平成 25 年 3 月まで、
二戸市から大槌町福祉課へ派遣。
派遣期間終了後、平成 28 年 4 月から平成
31 年 3 月まで、二戸市広報担当を務める。

大槌を愛する人たちに触れ、
遠野を愛する気持ちを再認識

北
きた

田
だ

　歩
あゆむ

 さん

　私が勤務した部署では、コミュニティ支援や、交流センターの管理などを行っていて、特に町民の皆
さんと触れ合う機会が多かったと思います。その中で、大槌の人たちが自分の町を好きで住んでいるこ
とを強く感じました。そんな大槌人に感化され、帰ってから遠野市の良いところがたくさん見えて、広
報担当として大きな力になっています。自分が取材した人が、町で声をかけられたと聞くと嬉しいです。
　今は、遠野出身者だけでなく、移住や転勤などで遠野市にいる人たちをもっと紹介していきたいと考
えています。自分が大槌町で仕事をした時、本当にこの町のために頑張りたいという気持ちだった事を
思い出し、そんな人たちの気持ちを住民に知ってもらい、強いつながりを作っていってほしいと思います。

遠野市 総務企画部 経営企画課

令和 2 年４月から令和４年 3 月まで、遠野市から大槌
町に派遣。コミュニティ総合支援室、協働地域づくり
推進課に勤務。令和４年４月から、遠野市広報担当。

八
や

木
ぎ

澤
さわ

  弓
ゆ

美
み

子
こ
 さん

「コンコン」と口でノック
して入ってきていた北田さ
ん。ユーモアあふれる取材
風景が目に浮かびます。広
報が読めて嬉しいです。

佐
さ

野
の

  薫
かおる

 さん 佐
さ さ々

木
き

  秀
ひで

季
き
 さん

広報遠野
No.208 は
こちらから

「
大
槌
育
ち
」
の
魅
力
は

あ
な
た
の
中
に

　
大
槌
に
は
、
学
び
の
機
会
、
五
感
を
満

た
す
環
境
、
人
の
つ
な
が
り
と
育
て
の
輪

が
あ
り
、
こ
の
、
時
、
場
所
、
人
の
三
つ
が
、

大
槌
で
過
ご
す
人
の
成
長
の
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　「
大
槌
育
ち
」
の
養
分
は
、
イ
コ
ー
ル
町

の
魅
力
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
に

は
、
昔
か
ら
の
大
槌
の
環
境
の
中
で
生
活

や
文
化
と
し
て
育
ま
れ
、
多
く
の
人
々
が

つ
な
い
で
き
た
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
今
、
大
槌
町
で
過
ご
し
て
い
る
全
て

の
人
々
が
、
今
日
、
こ
の
瞬
間
も
大
槌
育

ち
の
養
分
を
受
け
取
り
、
ま
た
、
誰
か
に

渡
し
て
い
ま
す
。

　「
大
槌
育
ち
」
の
仲
間
の
絆
を
感
じ
な
が

ら
、
そ
の
誇
り
を
次
の
時
代
へ
と
繋
い
で

い
く
た
め
に
も
、
自
分
が
大
切
に
感
じ
る

も
の
を
あ
ら
た
め
て
思
い
出
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
大
槌
な
ら
で
は
の
魅
力
は
、
す
で

に
あ
な
た
の
中
で
育
っ
て
い
ま
す
。

わたしたち、大槌育ち
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